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１０．モニタリング・除染に関わる技術開発の概要



 
安全・安心の確保と、的確で効率的な対策実施のため、除染の各段階における技

 術を開発中。

事前

モニタリング

除染計画

除染実施

事後

モニタリング

廃棄物処理

除染効果解析



 

除染による線量低減効果を予測

 できるプログラム（３次元形状）

 を開発（→スライド１４．）



 

地域状況を加味した線量統計解析

排水処理・廃棄物保管／減容化



 

燃焼試験炉で燃焼時のCs挙動お

 よび排ガス処理設備のCs除去性

 能を確認

除染の実態評価（自衛隊除染）



 

楢葉町・富岡町・浪江町・飯舘

 村の４役場の自衛隊除染に対し、

 除染計画、除染技術指導、モニ

 タリング、排水処理、廃棄物管

 理等を実施し、本格除染に向け

 た除染計画の知見を蓄積

（→スライド８．）

多様な目的、除染方法の開発



 

物理的、化学的な除染技術の

 効果、評価を室内試験や屋外

 でのフィールド試験により実

 施

（→スライド１５．～１７．）

機械化・自動化



 

モニタリングカー、歩行モニ

 タリング装置を開発。効果的

 な空間線量測定が実現。

（→スライド１１．１２．）



 

コンプトンカメラによる放射

 線可視化を実現。

（→スライド１３．）
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１１．モニタリングカーによる走行サーベイ


 

当社は、全周カメラで周囲画像を撮影しながら走行サーベイ（道路上を

 走行しながら地上１ｍの空間線量率を計測）する装置を開発。なお、線

 量率計測部については京都大学の指導を受けて開発。


 

当初設定された警戒区域・計画的避難区域全域の走行サーベイを直営で

 継続実施中。（現在八巡目）

一巡約40日で対象区域の道路を計測。（常磐道や国道,主要道路だけでなく路地まで計測。

 一巡の走行距離約６千km、計測点は10m間隔で約15万Point）

全周カメラ
モニタリングカーでの走行結果

ＰＣ

線量計（電離箱式

 
サーベイメータ）

線量計
（シンチレーション式

 
サーベイメータ）

出所：H24.4.27 内閣府原子力被災者生活

 

支援チーム、文部科学省公表資料
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１２．歩行サーベイ用モニタリング装置の開発・活用


 

モニタリングカーの技術をベースに、位置と線量率をPCに自動記録


 

モニタリングカーが入れない道路外の住宅地などで活用

データ記録用PC

GPSアンテナ
リュックサックに貼付

線量計検出部
本体はリュックサック内

プロット間隔は2m
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１３．「超広角コンプトンカメラ」による放射線の可視化


 

ＪＡＸＡが試作したコンプトンカメラについては、ＪＡＥＡと当社と共

 に除染への活用を検討中。

「超広角コンプトンカメラ」は、放射性物質の核種、方向、強度を特定でき、環境の空間線

 量を除外できるため、セシウム-134やセシウム-137を可視化できる（下図参照）。

撮像結果

放射線検出部分

超広角コンプトンカメラ
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１４．除染効果予測評価プログラムの開発


 

当社は、除染による空間線量の低減量を予測評価する解析プログラム

 DeConEPを開発



 
以下のような情報を得ることに有用

・除染した場合どれくらい線量が下がるのか

・目標とする値にまで空間線量を下げるのに、どの範囲まで除染すればいいのか

・目標とする値にまで空間線量を下げるのに、除染率をどの程度にすればいいのか

・当該部分の空間線量は、どこから来る放射線に一番影響されているのか

 等



 
プログラムの概要や評価例は、「環境放射能除染学会」で発表済み（＊）

（＊）渡辺 他、 「除染効果予測評価コードDeConEPの開発」、第１回環境放射能除染研究発表

 会、S4-5、 環境放射能除染学会、H24.5.19～21
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DeConEPによる評価のイメージ
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DECONEP Ver 1.45            
** SUMMARY **
Demo200m                                                       
......................................
(途中省略）
.......................................
-- Decay Ratio--
Dose before decontamination:   1.40333721824403     
Dose after decontamination:   0.661739000692256     
Decay Ratio:                  0.471546676087077 

形状・放射線源設定（除染前）

形状・放射線源設定（除染後）

除染前1m高空間線量分布

空間線量（相対値）

空間線量低減比

（入力情報）

（出力：計算結果）

（出力：計算結果可視化情報）

除染後1m高空間線量分布
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１５．ラボ試験での除染剤性能確認



 
水、土壌、人工物の現地汚染状況はそれぞれ異なっているため、各種除染剤の性

 能を比較するために、同一条件での試験が可能なラボ試験を実施中。

汚染模擬物質としては放射性ｾｼｳﾑと同様の挙動を示す非放射性ｾｼｳﾑを使用。

水のｾﾞｵﾗｲﾄ･ﾌｪﾛｼｱﾝ化物･凝集剤による除染試験を実施中。(H23年度末で116種類)

土壌、人工物の洗剤や薬剤による除染試験を実施中。

2ppmCs,I,Sr溶液

200ml

ゼオライトなどの
除染剤5g

10℃水浴中で静置 24h後ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
ICP-MS

にてCs濃度分析

＜汚染水の除染試験（ﾋﾞｰｶｰ静置試験）＞

＜土壌の除染試験＞

振とうによる土壌中セシウムの溶出

土

除染剤

＜人工物の除染試験＞

ｱｽﾌｧﾙﾄ(除染中)

＜除染排水の処理試験(凝集沈殿)＞

ｱｽﾌｧﾙﾄ道路の

模擬除染濁水

凝集剤 凝集助剤

木材

瓦

土壌溶出液のサンプリング

ﾌｨﾙﾀｰろ過

人工物サンプルの例 砂利の除染試験
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１６．現地での除染効果試験の実施


 

当社は、効果的な除染方法検証のため、現地（警戒区域内）での除染効

 果確認の基礎試験を実施し、除染率・作業性などの得られた結果を自衛

 隊除染などの本格除染に活用。

除染対象毎に、複数の手法による除染試験を、H23.9月より継続的に実施。

[除染試験（例）]
・道路面（アスファルト、コンクリート）：高圧水洗浄（50～150気圧）、サンドブラスト（鉄粉、粗砂、微砂）、グ

 
ラインダー、金ブラシ

・芝地・植栽：芝刈り機による表土剥ぎ（ハンマーナイフ式・肩掛け式）、ブロアによる落ち葉除去、樹木の高圧水洗浄

・建物内：拭き取り、掃除機

[実施場所]

 

警戒区域内の当社施設、役場敷地等

高圧水洗浄

ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ

樹木の高圧水洗浄ブロアによる落ち葉除去

ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ

草刈り機による芝地の表土剥ぎ

道路の除染試験

ハンマーナイフ式 肩掛け式
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１７．表層土壌等回収による除染試験



 
当社は、土壌等の効果的な除染や除去土壌の減少のために、様々な機械での除染

 試験を実施。剥ぎ取り深さ、セシウム濃度低減率、施工速度などを測定し、実験

 で使用した機械で土壌表層を薄く剥ぎ取ることが可能で、剥ぎ取りによって十分

 な汚染濃度の低減を達成できることを確認した。この中の一部の方法については、

 平成23年度に実施されたJAEA除染モデル実証事業に適用された。
実施期間：H23.8.8～H24.3.30
実施内容：① 真空吸引法，② スイーパーによる方法，③ 草刈機による方法，④ ターフストリッパーによる

 
方法，⑤ アスファルト表面切削機，⑥ブロワによる落ち葉集積の６技術（写真参照）

実施場所：東京電力（株）総合研修センター敷地（東京都日野市）等

この除染試験の取り組みについては、ご協力いただいた間組とともに、第１回環境放射能除染研究発表会

（環境放射能除染学会、H24.5.19～21）にて発表。

①真空吸引 ②スイーパー

⑤アスファルト表面切削機

③ハンマーナイフ草刈機

④ターフストリッパー ⑥ブロワ


